
謹
啓 

 

仲
秋
の
候
、
先
輩
諸
兄
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
御
清
栄
の
段
、 

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

扨
て
、
こ
の
度
日
本
拳
法
部
に
於
き
ま
し
て
は
、
令
和
三
年
十
月
三
日
（
日
）
に
行

わ
れ
ま
し
た
第
二
十
四
回
西
日
本
学
生
拳
法
選
手
権
大
会
（
男
子
一
部
リ
ー
グ
）
の
結

果
を
下
記
の
通
り
謹
ん
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

謹
言   

〈
男
子
の
部
〉 

 

第
一
試
合 

対 

同
志
社
大
学 

 

中
西
一
級 

 
 

 
 

 

股
ヒ
ザ 

 
 

〇―
×

 
 

 

胴
ケ
リ 

 
 

中
森
弐
段
（
同
志
社
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

股
ヒ
ザ 

  

〃 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
×
―

〇 
 

押
面
ツ
キ 

 
 

横
橋
初
段
（
同
志
社
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

押
面
ツ
キ 

 

藤
田
二
級 

 
 

 
 

 

胴
ツ
キ 

 
 

〇―
×

 
 

 
 

 
 

 
 

 

横
橋
初
段
（
同
志
社
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

面
ツ
キ 

  

〃 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
×
―

〇 
 

 

面
ツ
キ 

 
 

岡
本
初
段
（
同
志
社
大
学
） 

 

赤
松
一
級 

 
 

 
 

 

面
ツ
キ 

 
 

引
き
分
け 

 

胴
ケ
リ 

 
 

岡
本
初
段
（
同
志
社
大
学
） 

 

小
倉
弐
段 

 
 

 
 

 

胴
ケ
リ 

 
 

〇―
×

 
 

 
 

 
 

 
 

 

河
口
弐
段
（
同
志
社
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

面
ツ
キ 

  

〃 
 

 
 

 
 

 
 

押
面
ツ
キ 

 

引
き
分
け 

 

胴
ケ
リ 

 
 

安
藤
弐
段
（
同
志
社
大
学
） 



 

本
庄
参
段 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×
―

〇 
 

 

押
胴
ツ
キ 

 

福
島
参
段
（
同
志
社
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

押
胴
ヒ
ザ 

 

西 

弐
段 

 
 

 
 

 
胴
ケ
リ 

 
 

〇―
×

 
 

 
 

 
 

 
 

 

福
島
参
段
（
同
志
社
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

胴
ツ
キ 

  

〃 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
×
―

〇 
 

 

押
面
ツ
キ 

 

新
垣
参
段
（
同
志
社
大
学
） 

 

冨
永
四
段 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

引
き
分
け 

 
 

 
 

 
 

 

新
垣
参
段
（
同
志
社
大
学
） 

  

〃 
 

 
 

 
 

 
 

面
ツ
キ 

 
 

延
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
垣
参
段
（
同
志
社
大
学
） 

 

一
人
残
し
で
同
志
社
大
学
に
勝
利
し
ま
し
た
。 

   

第
二
試
合 

対 

京
都
産
業
大
学 

 

中
西
一
級 

 
 

 
 

 

面
ツ
キ 

 
 

〇―
×

 
 

 
 

 
 

 
 

矢
間
初
段
（
京
都
産
業
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

胴
ケ
リ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

防
具
不
備 

  

〃 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
×
―

〇 
 

 

面
ツ
キ 

 

野
本
弐
段
（
京
都
産
業
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

胴
ツ
キ 

 

藤
田
二
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×
―

〇 
 

 

面
ケ
リ 

 

野
本
弐
段
（
京
都
産
業
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

面
ツ
キ 

  



赤
松
一
級 

 
 

 
 

 

押
胴
ツ
キ 

 

〇―
×

 
 

 
 

 
 

 
 

野
本
弐
段
（
京
都
産
業
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

押
胴
ツ
キ 

 

赤
松
一
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×
―

〇 
 

 

面
ケ
リ 

 

松
井
初
段
（
京
都
産
業
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

胴
ケ
リ 

 

小
倉
弐
段 

 
 

 
 

 

押
面
ツ
キ 

 

引
き
分
け 

 

面
ケ
リ 

 

松
井
初
段
（
京
都
産
業
大
学
） 

 

本
庄
参
段 

 
 

 
 

 

押
面
ツ
キ 

 

〇―
×

 
 

 
 

 
 

 
 

一
村
初
段
（
京
都
産
業
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

面
ツ
キ 

  

〃 
 

 
 

 
 

 
 

面
ツ
キ 

 
 

〇―
×

 
 

 
 

 
 

 
 

西
村
弐
段
（
京
都
産
業
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

胴
ケ
リ 

  

〃 
 

 
 

 
 

 
 

胴
ケ
リ 

 
 

引
き
分
け 

 

面
ツ
キ 

佐
々
木
弐
段
（
京
都
産
業
大
学
） 

 

西 

弐
段 

 
 

 
 

 

胴
ツ
キ 

 
 

〇―
×

 
 

 

面
ツ
キ 

 

高
橋
弐
段
（
京
都
産
業
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

胴
ケ
リ 

 

二
人
残
し
で
京
都
産
業
大
学
に
勝
利
し
ま
し
た
。 

   

第
三
試
合 

対 

関
西
大
学 

 

赤
松
一
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×
―

〇 
 

 

胴
ツ
キ 

 
 

籠
谷
弐
段
（
関
西
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

胴
ツ
キ 

 

藤
田
二
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×
―

〇 
 

 

胴
ツ
キ 

 
 

籠
谷
弐
段
（
関
西
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

胴
ツ
キ 



  

中
西
一
級 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×
―

〇 
 

 

面
ツ
キ 

 
 

籠
谷
弐
段
（
関
西
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

胴
ツ
キ 

 

小
倉
弐
段 

 
 

 
 

 

面
ツ
キ 

 
 

〇―
×

 
 

 
 

 
 

 
 

 

籠
谷
弐
段
（
関
西
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

胴
ケ
リ 

  

〃 
 

 
 

 
 

 
 

胴
ケ
リ 

 
 

〇―
×

 
 

 

面
ケ
リ 

 
 

大
平
初
段
（
関
西
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

押
面
ツ
キ 

  

〃 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
×
―

〇 
 

 

面
ツ
キ 

 
 

長
谷
川
弐
段
（
関
西
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

胴
ツ
キ 

 

本
庄
参
段 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×
―

〇 
 

 

押
面
ヒ
ザ 

 

長
谷
川
弐
段
（
関
西
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

胴
ツ
キ 

 

西 

弐
段 

 
 

 
 

 

胴
ツ
キ 

 
 

〇―
×

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長
谷
川
弐
段
（
関
西
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

面
ツ
キ 

  

〃 
 

 
 

 
 

 
 

押
面
ツ
キ 

 
×
―

〇 
 

 

面
ツ
キ 

 
 

川
内
参
段
（
関
西
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

面
ツ
キ 

 

冨
永
四
段 

 
 

 
 

 

胴
ツ
キ 

 
 

〇―
×

 
 

 
 

 
 

 
 

 

川
内
参
段
（
関
西
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

押
面
ケ
リ 

  

〃 
 

 
 

 
 

 
 

面
ツ
キ 

 
 

〇―
×

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
木
弐
段
（
関
西
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

面
ツ
キ 

  

〃 
 

 
 

 
 

 
 

胴
ツ
キ 

 
 

〇―
×

 
 

 

押
胴
ツ
キ 

 

植
田
参
段
（
関
西
大
学
） 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

面
ツ
キ 

 

冨
永
四
段 

 
 

 
 

 

胴
ツ
キ 

 
 

〇―
×

 
 

 
 

 
 

 
 

 

村
鞘
参
段
（
関
西
大
学
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

胴
ツ
キ 

 

一
人
残
し
で
関
西
大
学
に
勝
利
し
ま
し
た
。 

   

上
記
の
結
果
に
よ
り
、
第
二
十
四
回
西
日
本
学
生
拳
法
選
手
権
大
会
に
於
き
ま
し
て
、

男
子
の
部
で
優
勝
、
三
回
生
の
冨
永
一
希
が
最
優
秀
選
手
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。 

  

龍
谷
大
学
学
友
会
体
育
局
日
本
拳
法
部 

主
将 

内
匠 

結
人 

 


